
再評価結果（平成１８年度事業継続箇所）

担 当 課：道路局国道・防災課

担当課長名：鈴木 克宗

事業名 事業 一般国道 事業 国土交通省

一般国道２１８号 北方延岡道路 区分 主体 九州地方整備局
きたかたのべおかどうろ

起終点 自： 延長宮崎県延岡市北方町蔵田
のべおかしきたかたまちくらた

至： １１．０km宮崎県延岡市天下町
のべおかしあもりまち

一般国道218号は熊本県熊本市から宮崎県延岡市に至る延長約146kmの主要な幹線道路である。北事業概要

、 、方延岡道路は宮崎県北地域の活性化 交流促進や一般国道１０号延岡道路と接続し市街地部の交通混雑の緩和

将来的には高規格幹線道路と一体となり高速交通ネットワークを形成する延長11.0kmの４車線道路である。

Ｈ８年度事業化 Ｈ６年度都市計画決定 Ｈ１１年度用地着手 Ｈ１３年度工事着手

（Ｈ14、17年度変更）

全体事業費 ４０５億円 事業進捗率 ２０％ 供用済延長 ０ｋｍ

計画交通量 １４，２００台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)

分析結果 267/411億円 902/902億円 平成１７年(事業全体)

億円 走行時間短縮便益：684/684億円２．２ 事 業 費：269/405

億円 走行費用減少便益：156/156億円(残事業) 維持管理費：123/123

交通事故減少便益： 62/ 62億円３．４

事業の効果等

・災害時における代替路線の確保（現道218号が災害で通行止めの際に代替路線として機能）

・救急医療施設へのアクセス強化（北方町以西から３次医療施設県立延岡病院への搬送時間短縮）

他１１項目に該当

関係する地方公共団体等の意見

・北方延岡道路は災害時の代替路線確保や救急医療施設へのアクセス強化等重要な役割を果たす事が期待さ

れており、九州横断自動車道延岡線建設促進沿線議会協議会等より早期整備の要望（H17.3）を受けている。

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

・平成１７年９月の台風１４号による災害で最大２５８時間にわたって唯一の幹線道路である国道２１８号

が全面通行止めになり災害時の交通への影響は深刻である。

事業の進捗状況、残事業の内容等

・平成８年度に事業着手し、平成１６年度末の事業進捗率は２０％、うち用地補償費の進捗率は５９％とな

っており、引き続き用地買収及び工事等鋭意事業を継続している。

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

・舞野～延岡ＪＣＴ間（L=2.1km）の進捗は９割をこえており、さらに、北方IC～舞野間（L=6.4km）につい

ても、３割を超える進捗で、それぞれ平成17年度供用及び平成19年度供用を目標に事業の推進を図っている。

北方町蔵田～北方ＩＣ間（L=2.5km）については、都市計画決定の調整を図っており、引き続き早期の供用を

目指し事業を推進していく。

施設の構造や工法の変更等

・軽量盛土材使用による橋長の縮小、主桁の少数化、機能分離支承、インターロッキング配筋式橋脚、プレ

キャストＰＣ床版、耐候性鋼材の併用等の新技術活用により超すと縮減を図っている。

対応方針 事業継続

対応方針決定の理由

以上の状況を勘案すれば、当初からの事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。

事業概要図


